
岡
山
西
署
よ
り
平
成
18

年
１
月
～
12
月
ま
で
の
西

署
管
内
お
け
る
「
子
ど
も

に
関
わ
る
不
審
者
出
没
事

案
等
認
知
」
件
数
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
平
成
18
年
、
１
年
間

の
発
生
件
数
は
２
２
９
件

で
こ
の
件
数
は
平
成
17
年

に
比
較
し
て
、
実
に
１
２

６
件
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

月
別
で
み
る
と
、
１
月

か
ら
５
月
ま
で
は
、
月
10

件
か
ら
14
件
、
６
・
７
月

が
25
件
、
８
月
が
夏
休
み

の
関
係
が
あ
る
の
か
13
件
、

９
月
は
27
件
、
10
・
11
月

が
共
に
31
件
、
12
月
は
14

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
み
る
限
り
で
は
、

「
子
ど
も
達
の
活
動
し
や

す
い
時
期
」
に
比
較
的
、

不
審
者
の
発
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

時
間
帯
発
生
状
況
は
午

後
２
時
か
ら
午
後
６
時
の

間
が
最
も
多
く
98
件
、
つ

い
で
、
朝
の
６
時
か
ら
10

時
の
53
件
、
18
時
か
ら
22

時
の
51
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
子
ど

も
達
の
登
下
校
時
の
時
間

帯
、
特
に
少
人
数
に
な
り

や
す
い
下
校
時
に
収
集
し

て
発
生
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

陵
南
学
区
内
に
お
い
て

も
登
下
校
時
、
公
園
等
で

不
審
者
が
出
没
し
て
い
る

と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
西
署
に
通
報
を
し

て
い
ま
す
。

不
審
者
を
見
か
け
た
場

合
は
警
察
へ
の
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
、

子
ど
も
達
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
街

に
し
ま
し
ょ
う
！

〈
防
犯
の
お
約
束
～

イ
カ
の
お
す
し
〉

「
イ
カ
」
～
行
か
な
い

知
ら
な
い
人
に
は
付
い

て
い
か
な
い

「
の
」
～
乗
ら
な
い

知
ら
な
い
人
の
車
に
は

乗
ら
な
い

「
お
」
～
大
声
を
上
げ
る

危
な
い
と
思
っ
た
ら

「
助
け
て
」
と
大
声
を

出
す

「
す
」
～
す
ぐ
逃
げ
る

怖
か
っ
た
ら
大
人
の
い

る

と
こ
ろ
に
す
ぐ
逃

げ
る

「
し
」
～
知
ら
せ
る

ど
ん
な
人
が
何
を
し
た

か
家
の
人
に
知
ら
せ
る

今
年
も
子
ど
も
達
の
安

全
を
守
る
た
め
、
町
内
会

と
し
て
具
体
的
な
事
業
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
！
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花尻町内会

発行責任者

楠木忠司

編集責任者

編集委員会

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
！

自
転
車
は
車
両
で
す

知っていますか？ 自転車の交通ルール 自転車にも罰則が適用されることがあります

１
，
信
号
無
視

■
３
月
以
下
の
懲
役
又
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
信
号
は
絶
対
に
ま
も
り
ま
し
ょ
う
）

２
，
酒
酔
い
運
転

■
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

（
酒
に
酔
い
、
正
常
な
状
態
で
運
転
で
き
な
い
場
合
）

３
，
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
運
転

■
二
人
乗
り
は
、
２
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
。
携
帯
電
話
で
話
な

が
ら
の
運
転
は
３
月
以
下
の
懲
役
又
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
。

（
二
人
乗
り
や
携
帯
電
話
で
話
な
が
ら
の
運
転
は
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
）

４
，
一
時
停
止
違
反

■
３
月
以
下
の
懲
役
又
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
「
一
時
停
止
」
の
標
識
の
あ
る
場
所
や
「
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
」
で
は
、

必
ず
止
ま
っ
て
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
）

５
，
夜
の
無
灯
火

■
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
）

６
，
歩
行
者
通
行
妨
害

■
２
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料

（
「
自
転
車
通
行
可
」
の
標
識
の
あ
る
歩
道
で
は
、
歩
行
者
の
通
行
に
迷
惑
に

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

７
，
幼
児
用
座
席
の
危
険
性

①
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
の
は
保
護
者
の
責
任
で
す
。

②
子
ど
も
は
最
後
に
乗
せ
、
最
初
に
お
ろ
し
よ
う
。
③
子
ど
も
を
幼
児
用
座
席

に
乗
せ
た
ら
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
絶
対
に
手
を
放
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

西 署 管 内

自
転
車
は
、
手
軽
で
身
近
な
交
通

手
段
と
し
て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
多
く
の
人
達
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に

交
通
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
時
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
歩
行
者
に
配
慮
し

た
通
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

場
合
は
左
記
の
よ
う
な
罰
則
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！



去
る
１
月
７
日

（
日
）
午
前
９
時

30
分
よ
り
北
長
瀬

の
岡
山
ド
ー
ム
に

お
い
て
平
成
19
年

岡
山
市
消
防
初
出

式
が
雪
の
降
る
悪

天
候
に
も
関
わ
ら

ず
消
防
署
・
団
員

を
始
め
約
６
千
人

が
参
加
し
、
盛
大

に
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

白
石
分
団
か
ら

も
多
く
の
団
員
が

参
加
し
、
寒
い
中

を
駐
車
場
係
を
す

る
方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
初
め
式
の
中
で

森
安
分
団
長
（
み
ど
り
町
）

が
長
年
の
功
績
に
対
し
、
岡

山
県
知
事
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

住
民
の
財
産
や
生
命
を
守
る

た
め
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
１
月
20
日
（
土
）
に
広

報
部
・
編
集
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
９
名
が
参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
、
集
会
所
に

集
ま
り
、
山
田
副
会
長
よ
り

注
意
事
項
を
聞
い
た
後
、
寒

い
中
、
集
会
所
を
出
発
し
、

巡
視
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
き
き
ょ
う
町
か

ら
あ
か
ね
町
、
花
尻
本
町
、

あ
か
ね
町
、
き
き
ょ
う
町
、

み
ど
り
町
と
回
り
ま
し
た
。

途
中
、
町
民
に
防
犯
と
防

火
を
訴
え
、
特
に

コ
ン
ビ
ニ
、
公
園

な
ど
は
念
入
り
に

巡
視
し
ま
し
た
。

１
時
間
で
集
会

所
に
到
着
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た

皆
様
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

次
回
は
２
月
17

日
（
土
）
午
後
８

時
か
ら
行
い
ま
す
。

当
番
は
福
利
厚
生

部
と
ソ
フ
ト
役
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成１９年

岡
山
市
消
防
出
初
式

知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
）
を
森
安
幸
正
分
団
長
が
受
賞

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

消防初式の後、帰庫の前で記念撮影をする白石分団

宗
海
ナ
ミ
ち
ゃ
ん
（
み
ど
り
町
）
３
位
入
賞

岡
山
市
子
連
主
催

か
る
た
取
り
大
会
（
１
年
生
の
部
）

去
る
１
月
８
日
（
祝
）
桑

野
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
岡
山
市
子
ど
も
会
主

催
の
新
春
か
る
た
取
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宗
海
ナ
ミ
ち
ゃ
ん
は
１
年

生
の
部
で
出
場
（
16
人
が
出

場
）
し
ま
し
た
。

１
回
戦
・
２
回
戦
と
も

順
調
に
勝
ち
ま
し
た
が
、

準
決
勝
で
惜
し
く
も
敗
れ

３
位
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
是
非
か
る
た
取
り

大
会
に
出
場
し
、
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
（
写
真
右
は
三
位
と
な
っ

た
宗
海
ナ
ミ
ち
ゃ
ん

）

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

寒
い
中
ご
苦
労
様
で
し
た

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

入
退
団
式
の
お
知
ら
せ

☆
日
時

３
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
よ
り

☆
場
所

町
内
集
会
所

☆
参
加

４
年
～
６
年

☆
内
容

室
内
・
屋
外
行
事

寒
い
中
を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
参
加
者

消防局・団員、来賓、関係団体など約６０００人が参加した岡山市出初め式



去
る
１
月
21
日
（
日
）
午

後
１
時
よ
り
（
囲
碁
に
つ
い

て
は
時
間
の
関
係
で
午
前
11

時
よ
り
）
花
尻
集
会
所
に
お

い
て
、
町
内
会
・
親
和
会
共

催
の
囲
碁
・
将
棋
・
五
目
並

べ
大
会
に
22
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
部
の
方
に
は
、

朝
か
ら
甘
酒
、
コ
ー
ヒ
ー
、

お
菓
子
の
準
備
を
し
て
頂
き
、
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら

開
会
式
は
則
武
虎

政
親
和
会
会
長
の

司
会
で
始
ま
り
、

町
内
会
を
代
表
し

て
普
門
茂
之
副
会

長
の
挨
拶
の
後
、

早
速
、
囲
碁
・
将

棋
・
五
目
並
べ
と
も
総
当
た

り
戦
で
戦
で
対
局
を

開
始
し
ま
し
た
。

対
局
が
終
盤
に
く

る
と
考
え
る
時
間
も

長
く
な
り
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。

対
局
の
途
中
に
は
、

婦
人
部
の
方
に
作
っ

て
頂
い
た
美
味
し
い

甘
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
４
時
頃
す
べ

て
の
競
技
は
終
了
し

閉
会
式
に
移
り
ま
し

た
。各

種
目
の
優
勝
者

に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
品
が
、

個
人
２
位
か
ら
４
位
ま
で
の

入
賞
者
に
は
賞
品
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
楠
木
町
内

会
会
長
よ
り
「
親
和
会
の
皆

さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。

来
年
の
囲
碁
・
将
棋
・
五
目

並
べ
に
は
多
く
の
方
が
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
、
全
て
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
準
備
か
ら
、
運
営
、

後
片
付
け
ま
で
お
世
話
頂
い

た
親
和
会
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

(3) 第 ４０３ 号 町 内 新 聞 平成19年2月1日 発行

町内会・親和会主催
囲碁の部 優勝は則武虎政さん ２位 茂山洋司さん ３位 長櫓香さん ４位 多田秀二さん

将棋の部 優勝は長谷川克巳さん ２位 太田勇さん ３位 風早一郎さん ４位 則武康彦さん

五目並べの部(子どもの部) 優勝は吉川祐未さん ２位 河原昌広君 ３位 岬晃平君 ４位 古宮隆慈君

五目並べ(大人の部) 優勝は後藤美和子さん ２位 古宮美恵さん ３位 河原百美子さん ４位 岬敏子さん

囲
碁
・
将
棋

熱
戦
相
次
ぐ

五
目
並
べ
は
和
や
か
に
行
わ
れ
る

子
ど
も
達
も
９
人
が
参
加
し
ま
し
た

写
真
右
よ
り
五
目
並
べ
で
優
勝
し

た
後
藤
美
和
子
さ
ん
、
囲
碁
の
部

で
優
勝
し
た
則
武
虎
政
さ
ん
、
将

棋
の
部
で
優
勝
し
た
長
谷
川
克
巳

町
内
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
町
内
会
総
会
】

日
時

４
月
29
日
（
日
）

午
後
６
時
よ
り

場
所

町
内
集
会
所

参
加

新
旧
町
内
役
員

代
議
員

【
新
役
員
の
選
出
】

今
年
は
役
員
改
選
の
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月

中
に
は
次
の
役
職
の
方
を

ブ
ロ
ッ
ク
（
班
）
単
位
で

選
出
し
て
下
さ
い
。

◇
理
事
→
15
世
帯
に
１
名

程
度
で
す
。
任
期
は
２
年

◇
土
木
委
員
→
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
定
数
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
意
で
決
め
て
下
さ
い
。

任
期
は
２
年

◇
自
衛
消
防
団
員
→
15
世

帯
に
１
名
程
度
で
す
。

（
年
末
夜
警
に
参
加
し
て

頂
き
ま
す
。
任
期
は
２
年
）

◇
代
議
員
→
15
世
帯
に
１

名
程
度
で
す
。
（
年
１
回

の
町
内
会
総
会
総
会
に
参

加
し
て
頂
き
ま
す
。
任
期

は
ブ
ロ
ッ
ク
毎
で
決
め
る
）

◇
体
協
役
員
→
各
ブ
ロ
ッ

ク
２
名
程
度
で
す
。



去
る
１
月
21
日
、

午
後
６
時
よ
り
陵
南

学
区
連
合
町
内
会
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
岡
山
市
自

主
防
災
資
機
材
給
付

事
業
は
、
岡
山
市
か

ら
「
学
区
内
の
単
位

町
内
会
の
中
で
こ
の

事
業
の
申
請
を
し
て

ほ
し
い
」
と
の
要
請

が
あ
り
、
協
議
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

花
尻
町
内
会
と
し
て

は
消
防
団
等
と
相
談

し
な
が
ら
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、
岡

山
市
企
画
局
情
報
政

策
課
と
岡
山
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
「
依

頼

の

趣

旨

は

」

、

『
岡
山
市
で
は
、
安

全
・
安
心
な
地
域
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、

「
安
全
・
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築

の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
一

層
推
進
す
る
た
め
、

Ｏ
Ｎ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
市
情
報
政
策
課
に

お
い
て
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
の
実
現

が
図
れ
な
い
か
、
調

査
研
究
会
を
開
催
し

て
、
昨
年
11
月
よ
り

検
討
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
不
審
者

情
報
の
配
信
、
お
年

寄
り
の
安
否
確
認
な

ど
多
く
の
実
現
方
策

が
出
揃
い
つ
つ
あ
る

が
、
次
の
段
階
と
し

て
、
こ
う
し
た
実
現

方
式
が
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
も
の
か

ど
う
か
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
陵
南
学
区

に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し

た
安
全
・
安
心
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、

こ
う
し
た
取
り
組
み

の
モ
ニ
タ
ー
を
お
願

い
し
た
い
』
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
依
頼
事
項
」
と
し

て
は
、
①
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協

力
（
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
期
待
さ
れ
る

の
か
、
事
前
に
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
）
。
②
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用

し
た
安
全
・
安
心
サ
ー

ビ

ス

の

モ

ニ

タ

ー

（
①
の
結
果
を
踏
ま

え
、
新
た
に
Ｏ
Ｎ
Ｉ

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
提
供

さ
れ
る
「
安
全
・
安

心
サ
ー
ビ
ス
」
の
モ

ニ
タ
ー
を
務
め
て
頂

く
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー

期
間
終
了
後
、
今
後

の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に

資
す
る
べ
く
、
使
い

勝
手
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）

今
後
の
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
は
、
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
→
２
月

中
に
実
施
予
定
。
新

た
な
安
全
・
安
心
サ
ー

ビ
ス
→
Ｏ
Ｎ
Ｉ
の
施

設
整
備
が
済
み
次
第

（
６
月
頃
）
予
定
し

て
い
る
。

第
４
回
陵
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
発
表
会
（
主

催

陵
南
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
）
は

２
月
25
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
～
12
時

15
分
ま
で
陵
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
開

催
し
ま
す
。
発
表
内

容
は
、
大
正
琴
、
民

謡

、

筝

曲

、

詩
吟

（
西
山
）
、
フ
ォ
ー

ク

ダ

ン

ス

、

詩

吟

（
熊
澤
）
、
カ
ラ
オ

ケ
等
で
す
。

ま
た
、
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
席

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

「
連
合
町
内
会
総
会
」

は
５
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

(4) 第 ４０３ 号 町 内 新 聞 平成19年2月1日 発行

去る１月23日(火)に、身長を測り、

手形を取りました。

昨年の４月に比べ大きくなったこ

とを、子ども達と喜び合いました。

又、お母さん達が作ったカレーライ

スをみんなで食べ、カレーパーティ

も楽しみました。

遠足のようにワイワイおしゃべり

が弾みました。 （写真上）

親子で楽しく遊びましょう

「陵南つぼみ会はとぽっぽ班」会員募集中

《対 象》 花尻町内にお住まいの０歳から幼稚園入園ま

での幼児とその保護者の方

《内 容》 お誕生会、遠足、七夕会、クリスマス会etc

《活動日時》 火曜日（月に２回程度）午前10時～11時頃まで

《年 会 費》 １年間 １，８００円 半期 １，２００円

（スポーツ保険料含む）

《お問い合せ先》 石田 ２５６－５１１４

中川 ２５２－９９２６

※会員資格は原則としては町内会加入世帯とします。

陵
南
学
区
連
合
町
内
会
会
議
を
行
う

①
岡
山
市
自
主
防
災
資
機
材
給
付
事
業
、

②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
「
安

全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
あ
り
方

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、

③
第
４
回
陵
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
表
会
、

④
連
合
町
内
会
総
会

等
を
協
議

公開はとぽっぽのお知らせ

「陵南つぼみ会はとぽっぽ班」の活動を公開します。０歳児から

幼稚園入園前のお子さんをお持ちの方、「はとぽっぽ」がどんな活
動をしているのか見学に来てみませんか。お申し込みは不要ですの
で、どなたでもお気軽にお越し下さい。当日はおやつも出ます。

たくさんの方のご来場をお待ちしています。

☆日時 ２月２７日(火)午前１０時より

☆場所 花尻町内集会所（ききょう公園内）
☆持ち物 お茶、お手ふき、筆記用具
（お問い合せ先 石田・中川→下記の電話番号参照）


